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[

町
内
ニ
ュ
ー
ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す]

年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
倶
知

安
と
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
姉
妹
都
市
交

流
を
し
て
い
き
た
い
、
未
来
へ
向
け
て
さ
ら

に
友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を

抱
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

倶
知
安
と
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
は
、
冬
の
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
合
い
、
今

ま
で
以
上
に
民
間
の
知
恵
と
力
を
取
り
入

れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
友
好

を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
未
来
を
、
お
互
い
が

思
い
描
い
て
い
ま
す
。
約
９
千
㌔
離
れ
て
い

て
も
、
心
は
と
て
も
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

50流
。
今
年
の
交
流
事
業
の
中
で
、
姉
妹
都
市

交
流
に
対
す
る
福
島
町
長
と
ア
ス
プ
リ
オ
ン

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

聞
く
場
面
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
１
月
か
ら
12
カ
月
に
わ
た
り
、
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
の
情
報
や
交
流
の
様
子
な
ど
を

お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。最
終
回
の
今
回
は
、

福
島
町
長
と
ア
ス
プ
リ
オ
ン
市
長
の
発
言
を

振
り
返
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
、
倶
知
安
と

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
目
指
す
べ
き
未
来
に
つ
い

第 12 回『人と人とのつながり』

す
。
先
人
た
ち
が
紡
い
で
き
た
絆
を
胸
に
、

町
全
体
で
未
来
へ
向
け
て
一
歩
ず
つ
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
50
周
年
記
念
式
典
に
お

い
て
、福
島
町
長
も
ア
ス
プ
リ
オ
ン
市
長
も
、

冬
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
こ
と
が
お
互

い
を
強
く
結
び
つ
け
て
い
る
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
交
流
が
50
年
間
続
い
て
い
る

の
は
、
お
互
い
を
大
切
に
思
い
、
次
の
世
代

に
引
き
継
ご
う
と
尽
力
し
て
き
た
人
た
ち
の

お
か
げ
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
交
流
事
業
は
、
ど
れ
一
つ
と
し
て

行
政
の
み
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
行
政
と
民
間
の
力
を
一
つ
に

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
実
現
し

た
こ
と
ば
か
り
で
す
。
現
在
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
青
少
年
交
流
も
、
行
政
で
は
な
く
子

ど
も
た
ち
、
つ
ま
り
は
民
間
の
交
流
で
す
。

　

福
島
町
長
は
、
今
後
の
交
流
の
在
り
方
と

し
て
、
も
っ
と
多
く
の
人
が
行
き
交
う
よ
う

に
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
プ
リ
オ

ン
市
長
も
、
青
少
年
交
流
を
も
っ
と
発
展
さ

せ
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
行
政

だ
け
で
は
な
く
、
民
間
を
含
め
町
全
体
で
交

輝きを放ったアスリートたち　倶知安町スポーツ表彰
　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
前
年
度
に
各
種
ス

ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
活
躍
し
た
選
手
・
団

体
を
対
象
に
、
倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
と

▼
個
人

・
森
池　

あ
お
い
（
水
泳
）

・
中
田　

琳
（
陸
上
競
技
）

・
土
屋　

直
之
（
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
）

・
渡
辺　

佳
祐
（
陸
上
競
技
）

・
岡
田　

和
畝
（
陸
上
競
技
）

・
小
栗
山　

日
菜
（
陸
上
競
技
）

・
富
樫　

芽
生
（
陸
上
競
技
）

・
西
田　

信
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）

・
木
村　

勝
豊
（
銃
剣
道
）

・
吉
野　

清
徳
（
銃
剣
道
）

・
齋
藤　

純
夫
（
銃
剣
道
）

・
高
橋　

泰
二
（
銃
剣
道
）

・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー　

登
夢（
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
）

・
谷　

南
和
（
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
）

・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー　

十
馬（
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
）

・
高
田　

凌
太
朗
（
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
）

・
紺
谷　

琢
磨
（
陸
上
競
技
）

・
小
島　

恋
多
（
陸
上
競
技
）

・
一
宮　

佑
輔
（
陸
上
競
技
）

・
小
松　

瑞
歩
（
陸
上
競
技
）

▼
団
体

・
倶
知
安
中
学
校
野
球
部

・
倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

・
倶
知
安
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
倶
知
安
中
学
校
卓
球
部

・
倶
知
安
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・
倶
知
安
中
学
校
水
泳
部

・
倶
知
安
中
学
校
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

・
倶
知
安
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

・
倶
知
安
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム

・
倶
知
安
中
学
校
女
子
陸
上
部

ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

い
て
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
競
技
名
、
敬
称
略
）

▼
個
人

・
竹
口　

惠
美
子
（
陸
上
競
技
）

・
大
越　

龍
之
介
（
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
）

・
住
吉　

輝
紗
良
（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
）

▼
個
人

・
大
越　

沙
耶
（
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
）

・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー　

咲
夢（
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
）

・
湊
屋　

幸
菜
（
陸
上
競
技
）

・
吉
川　

空
（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
）

・
住
吉　

桃
華
（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
）

・
田
原　

一
晃
（
銃
剣
道
）

し
て
、
３
つ
の

賞
を
授
与
し
て

い
ま
す
。
今
年

は
、
ス
ポ
ー
ツ

栄
誉
賞
に
３

名
、
ス
ポ
ー
ツ

賞
に
６
名
、
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
賞

に
20
名
、
10
団

体
が
選
ば
れ
、

11
月
８
日
に
総

合
体
育
館
に
お

　お互いの町の子どもたちが国
を越えて交流することが、町同
士の絆を深めています。
（写真は 10 月にサンモリッツへ
行った留学生たちの様子です）

▼

　民間同士はもちろん、行政と
民間の交流もとても大切です。

（写真は 5 月来町時の、子ども
たちとの触れ合いの様子です）

▼
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じゃがいもを通じた交流 ～北陽小学校・倶知安農業高校交流事業～
　北陽小学校と倶知安農業高校は、毎年交流授業を実施し

ています。北陽小学校側は 4年生、農高側は 3年生が、じゃ

がいもの種植えから始まり、草取り、収穫を行い、最後に

は自分たちで育てたじゃがいもを使って調理・試食をしま

す。

　交流授業は全 4 回。1 回目は 5 月 20 日に行われました。

農高の畑に「交流農場」があり、そこで種植え作業を行い

ました。33 名の小学生を 8チームに分けて、8名の農高生

が指導役として活動をしました。

　2 回目は 7 月 14 日に行いました。草取りを行い、その

後でじゃがいものスケッチを行いました。残念ながら花が

きれいな時期は過ぎており、あまり見ることができません

でしたが、じゃがいもの葉や花のスケッチを行いました。

　収穫時期を迎えた 8 月 27 日に 3 回目として収穫作業を

行いました。長い時間をかけて育ててきたかいもあり、大

きく育ったたくさんのじゃがいもが収穫できました。

　4回目は 10 月 7 日、収穫したじゃがいもを使った調理・

試食を行いました。農高生の指導の下で小学生も積極的に

調理に参加していました。自分たちの手で育ててきたじゃ

がいもを使った料理は上手に出来たようで、料理を見た児

童生徒からは、「美味しそう」という声が聞こえてきました。

　この交流授業は回数としては決して多くありませんが、

1回目と 4回目では、児童生徒たちに変化が見られました。

最初はお互いに緊張した様子でしたが、回数を重ねるごと

に笑顔が増え、小学生は積極性と協調性を増していき、農

高生は指導する姿に自信が見られるようになってきまし

た。8 歳差のある相手と接することは、お互いに成長する

きっかけとなったようです。

①① ③③

②② ⑤⑤ ④④

写真①　種植えの様子。農高生に教えて

もらいながら取り組みました。

写真②　草取りの様子。手作業での草取

りを、汗を流しながら頑張っていました。

写真③　スケッチの様子。自分が植えた

じゃがいもの葉や花をスケッチしまし

た。農高生から葉や花の特徴を教えても

らいながら描きました。

写真④　収穫の様子。小学生と農高生の

協力の結晶である大きなじゃがいもが収

穫できました。

写真⑤　調理の様子。じゃがいもを使っ

た料理を数種類つくりました。

　2 年に一度行われる町内施設見学会が、10 月 15 日に実

施されました。今年の見学会は、ひらふ地区（ひらふ坂、

コンドミニアム）、倶知安中学校、新幹線測量現場、琴平

リサイクルセンター、くっちゃんマルシェゆきだるまの 5

カ所を、貸切バスに乗って巡りました。

　35 名の募集に対して 60 名超の応募があり、一人でも多

くの方にご参加いただくため、3名増の 38名で見学会を実

施しました。測量現場やリサイクルセンターにおいて、担

当者に積極的に質問をしている参加者も多くおり、自分た

ちの町について高い関心を持っていることが伺えました。

　コンドミニアムでは、参加者のほとんどが初めて入った

町内の施設を巡るミニツアー

ということもあり、施設

の立派さに驚きの声をあ

げていました。倶知安中

学校では、旧倶中の卒業

生も多く参加しており、

昔との違いや、そこで学

ぶ子どもたちのことに思

いをはせていました。

　町内とはいえ、なかな

か入ることのできない場

所を巡るこの見学会。参

加者の方々は、各施設の

重要性や、施設で働く方

たちへの感謝を感じてい

る様子でした。

コンドミニアム（写真上）と、新

幹線測量現場（写真下）での様子

　11 月 7 日、第一会舘において北海道新幹線シンポジウ

ム in 倶知安が開催されました。周辺町村からの参加者も

おり、会場には町内外から 157 名が集まりました。

　北海道新幹線の開業までは 1年半を切っており、北海道

の大地を新幹線が走る日が近づいてきています。このシン

ポジウムは、「北海道新幹線しりべし協働会議」が主催し

たもので、開業効果の拡大を地域全体で考えようという主

旨で開催されました。

　シンポジウムでは後志地域における二次交通の在り方を

テーマに、前半は北海商科大学の佐藤馨一教授による講演、

後半は小樽観光協会、倶知安観光協会、北海道中央バス株

新幹線開業に向けて
二次交通の在り方を考える

式会社の方々をパネリス

トに、パネルディスカッ

ションを行いました。

　新幹線は、後志管内で

は倶知安町・小樽市にの

み停まります。駅ができ

る倶知安町・小樽市から、

周辺町村への二次交通を

充実させることが、後志

地域の振興には不可欠で

す。倶知安町としても、

今後もオール後志で開業

に向けて取り組んでまい

ります。


